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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁性層の上面に対して垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層の一部が磁
化されてサーボ信号が記録され、前記サーボ信号が記録される前に、前記垂直方向の成分
を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に磁化される磁性層
　を具備する磁気記録媒体であって、
　前記サーボ信号が記録された前記磁気記録媒体は、前記磁気記録媒体を回転させて磁化
量を測定したときの磁化量の最大値を基準としたときの前記垂直方向における磁化量の割
合と、前記上面に平行な長手方向における前記磁性層の角形比との積の絶対値が０．０５
以上０．２５以下である
　磁気記録媒体。
【請求項２】
　請求項１に記載の磁気記録媒体であって、
　前記磁性層は、無配向又は垂直配向の磁性粉を内部に含む
　磁気記録媒体。
【請求項３】
　請求項２に記載の磁気記録媒体であって、
　前記磁性粉は、バリウムフェライト又は針状メタルである
　磁気記録媒体。
【請求項４】
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　磁気記録媒体が有する磁性層の一部に対して磁場を印加することで、前記磁性層の上面
に垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層の一部を磁化させてサーボ信号を
記録するサーボ信号記録部と、
　前記サーボ信号記録部によってサーボ信号が記録される前に、前記磁性層に磁場を印加
することで、前記垂直方向の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に前
記磁性層を磁化させる前処理部と
　を具備するサーボ信号記録装置であって、
　前記サーボ信号が記録された前記磁気記録媒体は、前記磁気記録媒体を回転させて磁化
量を測定したときの磁化量の最大値を基準としたときの前記垂直方向における磁化量の割
合と、前記上面に平行な長手方向における前記磁性層の角形比との積の絶対値が０．０５
以上０．２５以下である
　サーボ信号記録装置。
【請求項５】
　請求項４に記載のサーボ信号記録装置であって、
　前記前処理部は、回転可能であり、前記回転に応じて磁性層に印加される磁場を変化可
能な磁石を有する
　サーボ信号記録装置。
【請求項６】
　磁気記録媒体が有する磁性層の一部に対して磁場を印加することで、前記磁性層の上面
に垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層の一部を磁化させてサーボ信号を
記録し、
　前記サーボ信号が記録される前に、前記磁性層に磁場を印加することで、前記垂直方向
の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に前記磁性層を磁化させる
　磁気記録媒体の製造方法であって、
　前記サーボ信号が記録された前記磁気記録媒体は、前記磁気記録媒体を回転させて磁化
量を測定したときの磁化量の最大値を基準としたときの前記垂直方向における磁化量の割
合と、前記上面に平行な長手方向における前記磁性層の角形比との積の絶対値が０．０５
以上０．２５以下である
　磁気記録媒体の製造方法。
【請求項７】
　ギャップ自体の間隔が１μｍ以下で構成された磁気ギャップの漏れ磁界によってサーボ
信号が記録された磁性層を有し、前記サーボ信号を読み取ったときの再生波形における、
互いに隣接する正出力ピーク及び負出力ピークの間隔が示す距離が、１．２μｍ以下であ
る
　磁気記録媒体。
【請求項８】
　請求項７に記載の磁気記録媒体であって、
　互いに隣接する前記正出力ピーク及び前記負出力ピークの間隔が示す前記距離が、１．
１μｍ以下である
　磁気記録媒体。
【請求項９】
　請求項８に記載の磁気記録媒体であって、
　互いに隣接する前記正出力ピーク及び前記負出力ピークの間隔が示す前記距離が、１．
０μｍ以下である
　磁気記録媒体。
【請求項１０】
　請求項７～９のいずれか１つに記載の磁気記録媒体であって、
　前記磁性層は、その上面に対して垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層
の一部が磁化されて前記サーボ信号が記録され、前記サーボ信号が記録される前に、前記
垂直方向の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に磁化される
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　磁気記録媒体。
【請求項１１】
　磁気記録媒体の磁性層に記録されたサーボ信号を読み取ったときの再生波形における、
互いに隣接する正出力ピーク及び負出力ピークの間隔が示す距離が、１．２μｍ以下とな
るように、ギャップ自体の間隔が１μｍ以下で構成された磁気ギャップの漏れ磁界によっ
て前記磁性層に前記サーボ信号を記録するサーボ信号記録部
　を具備するサーボ信号記録装置。
【請求項１２】
　磁気記録媒体の磁性層に記録されたサーボ信号を読み取ったときの再生波形における、
互いに隣接する正出力ピーク及び負出力ピークの間隔が示す距離が、１．２μｍ以下とな
るように、ギャップ自体の間隔が１μｍ以下で構成された磁気ギャップの漏れ磁界によっ
て前記磁性層に前記サーボ信号を記録する
　磁気記録媒体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、サーボ信号が記録された磁性層を有する磁気記録媒体などの技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子データのバックアップなどの用途で磁気記録媒体が広く利用されている。磁
気記録媒体の一つとして、磁性層を有する磁気テープが広く普及している。
【０００３】
　磁気記録媒体の磁性層には、一方向に長い複数の記録トラックが設けられており、この
記録トラックに対してデータが記録される。近年においては、データの高密度記録化を実
現するために、記録トラック間の距離が狭められる方法が用いられている。
【０００４】
　一方、記録トラック間の距離が狭められると、磁気ヘッドが記録トラックに対してデー
タを読み書きするときに、磁気ヘッドが記録トラックに対して正確に位置合わせすること
ができないといった問題がある。このため、一般的に、記録トラック間の所定の位置にサ
ーボ信号が記録される方法が採用される。データ記録磁気ヘッドは、磁気層に記録された
サーボ信号を読み取ることで、記録トラックに対して正確に位置合わせすることができる
。
【０００５】
　磁気記録媒体への記録方式としては、磁性層内の磁性粒子を水平方向に磁化させてデー
タを記録する水平磁気記録方式と、磁性層内の磁性粒子を垂直方向に磁化させてデータを
記録する垂直磁気記録方式とが知られている。垂直磁気記録方式は、水平磁気記録方式に
比べて高密度にデータを記録することができる。
【０００６】
　なお、本願に関連する技術として、下記特許文献１が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－１６６２３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　水平磁気記録方式の場合、磁性層に記録されるサーボ信号は、その磁化方向が水平方向
を向いている。この場合、サーボ信号を読み取ったときの再生波形は、上下（±）方向で
対称となる。一方、垂直磁気記録方式の場合、磁性層にサーボ信号を記録すると、サーボ
信号の磁化方向には垂直方向の成分が含まれる。このように、サーボ信号の磁化方向が垂
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直方向の成分を含む場合、何ら対策を講じないと、サーボ信号を読み取ったときの再生波
形が上下（±）方向で非対称となってしまうといった問題がある。
【０００９】
　以上のような事情に鑑み、本技術の目的は、サーボ信号の磁化方向が垂直方向の成分を
含む場合において、良好な対称性を有するサーボ信号の再生波形を得ることができる技術
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本技術に係る磁気記録媒体は、磁性層を具備する。
　前記磁性層は、磁性層の上面に対して垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁
性層の一部が磁化されてサーボ信号が記録され、前記サーボ信号が記録される前に、前記
垂直方向の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に磁化される。
【００１１】
　これにより、磁化層に記録されるサーボ信号の磁化方向（第１の方向：垂直方向の成分
を含む）と、前処理による磁性層の磁化の方向（第２の方向：垂直方向の成分を含む）と
が互いに反対向きになる。このように、サーボ信号の磁化方向と、前処理による磁性層の
磁化の方向とを互いに反対方向にすることで、良好な対称性を有するサーボ信号の再生波
形を得ることができる。
【００１２】
　上記磁気記録媒体は、前記磁気記録媒体を回転させて磁化量を測定したときの磁化量の
最大値を基準としたときの前記垂直方向における磁化量の割合と、前記上面に平行な長手
方向における前記磁性層の角形比との積の絶対値が０．０５以上０．２５以下であっても
よい。
【００１３】
　これにより、良好な対称性を有するサーボ信号の再生波形を得ることができる。
【００１４】
　上記磁気記録媒体において、前記磁性層は、無配向又は垂直配向の磁性粉を内部に含ん
でいてもよい。
【００１５】
　上記磁気記録媒体において、前記磁性粉は、バリウムフェライト又は針状メタルであっ
てもよい。
【００１６】
　本技術に係るサーボ信号記録装置は、サーボ信号記録部と、前処理部とを具備する。
　前記サーボ信号記録部は、磁気記録媒体が有する磁性層の一部に対して磁場を印加する
ことで、前記磁性層の上面に垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層の一部
を磁化させてサーボ信号を記録する。
　前記前処理部は、前記サーボ信号記録部によってサーボ信号が記録される前に、前記磁
性層に磁場を印加することで、前記垂直方向の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向
の第２の方向に前記磁性層を磁化させる。
【００１７】
　上記サーボ信号記録装置において、前記前処理部は、磁石を有していてもよい。
　前記磁石は、回転可能であり、前記回転に応じて磁性層に印加される磁場を変化可能で
ある。
【００１８】
　この装置では、磁石を回転させることで、前処理による磁性層の磁化の方向（第２の方
向）を調整することができる。
【００１９】
　本技術に係る磁気記録媒体の製造方法は、磁気記録媒体が有する磁性層の一部に対して
磁場を印加することで、前記磁性層の上面に垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前
記磁性層の一部を磁化させてサーボ信号を記録することを含む。
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　前記サーボ信号が記録される前に、前記磁性層に磁場を印加することで、前記垂直方向
の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に前記磁性層が磁化される。
【発明の効果】
【００２０】
　以上のように、本技術によれば、サーボ信号の磁化方向が垂直方向の成分を含む場合に
おいて、良好な対称性を有するサーボ信号の再生波形を得ることができる技術を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本技術の一実施形態に係るサーボ信号記録装置を示す正面図である。
【図２】サーボ信号記録装置の一部を示す部分拡大図である。
【図３】サーボ信号が記録された磁気テープを示す上面図である。
【図４】磁気テープの磁化の方向を示す図である。
【図５】磁化方向と、サーボ信号の再生波形との関係を示す図である。
【図６】各種実施例及び各種比較例を示す図である。
【図７】無配向テープにおける磁化方向と、再生波形との関係を示す図である。
【図８】垂直配向テープにおける磁化方向と、再生波形との関係を示す図である。
【図９】振動試料型磁力計を示す図である。
【図１０】磁気テープが回転され、回転に応じて磁気テープの磁化量が測定されるときの
様子を示す上面図である。
【図１１】磁気テープの磁化量の測定結果を示す図である。
【図１２】長手配向テープ及び垂直配向テープの長手方向の磁化曲線と、垂直方向の磁化
曲線とを示す図である。
【図１３】長手方向角形比と、垂直配向度と関係を示す図である。
【図１４】長手方向角形比と、垂直方向磁化量（％）との関係を示す図である。
【図１５】長手方向角形比と、垂直方向磁化量（％）との積を用いる理由を説明するため
の図である。
【図１６】サーボ信号記録部をサーボ信号の記録面側から見た斜視図である。
【図１７】サーボ信号の再生波形に歪みが生じてしまった場合の一例を示す図である。
【図１８】サーボ信号記録部によってサーボ信号が記録されている様子を示す模式図であ
る。
【図１９】磁性層に記録されたサーボ信号を再生ヘッド部によって読み取ったときの再生
波形を示す図である。
【図２０】サーボ信号におけるラインの太さをどの程度細くすれば、歪みのない良好な再
生波形を得ることができるのかについての実験を行った場合の実験結果を示す図である。
【図２１】磁気ギャップにおけるギャップ長と、サーボ信号の再生波形における出力との
関係を示す図である。
【図２２】磁気ギャップにおけるギャップ長と、スペーシング（サーボ信号のラインの太
さ）との関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本技術に係る実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【００２３】
　＜サーボ信号記録装置１００の構成及び磁気テープ１の構成＞
　図１は、本技術の一実施形態に係るサーボ信号記録装置１００を示す正面図である。図
２は、サーボ信号記録装置１００の一部を示す部分拡大図である。図３は、サーボ信号６
が記録された磁気テープ１を示す上面図である。
【００２４】
　まず、図２及び図３を参照して磁気テープ１（磁気記録媒体）の構成について説明する
。これらの図に示すように、磁気テープ１は、一方向に長いテープ状の基材２と、基材２
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上に積層された非磁性層３と、非磁性層３上に積層された磁性層４とを含む。
【００２５】
　基材２の材料としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレ
ンナフタレート（ＰＥＮ）等が用いられる。非磁性層３は、例えば、α‐Ｆｅ２Ｏ３、ポ
リウレタンなどを含む。磁性層４は、内部に磁性粉を含む強磁性金属膜である。磁性粉と
しては、例えば、無配向若しくは垂直配向のバリウムフェライト又は垂直配向の針状メタ
ルなどが用いられる。
【００２６】
　磁性層４は、複数のデータバンドｄ（データバンドｄ０～ｄ３）と、幅方向（Ｙ軸方向
）でデータバンドｄを挟み込む位置に配置される複数のサーボバンドｓ（サーボバンドｓ
０～ｓ４）とを含む。データバンドｄは、長手方向に長い複数の記録トラック５を含み、
この記録トラック５毎にデータが記録される。サーボバンドｓは、サーボ信号記録装置１
００によって記録される所定パターンのサーボ信号６を含む。例えば、電子データ等の各
種のデータを記録する記録装置（図示せず）の記録ヘッドは、磁気層に記録されたサーボ
信号６を読み取とって記録トラック５の位置を認識する。
【００２７】
　図１及び図２を参照して、サーボ信号記録装置１００は、磁気テープ１の搬送方向の上
流側から順番に、送り出しローラ１１、前処理部１２、サーボ信号記録部１３、再生ヘッ
ド部１４及び巻き取りローラ１５を備える。なお、図示は省略しているが、サーボ信号記
録装置１００は、サーボ信号記録装置１００の各部を統括的に制御する制御部や、制御部
の処理に必要な各種のプログラムやデータが記憶された記録部、データを表示させる表示
部などを有している。
【００２８】
　送り出しローラ１１は、ロール状の磁気テープ１（サーボ信号６記録前）を回転可能に
支持することが可能とされている。送り出しローラ１１は、モータなどの駆動源の駆動に
応じて回転され、回転に応じて磁気テープ１を下流側に向けて送り出す。
【００２９】
　巻き取りローラ１５は、ロール状の磁気テープ１（サーボ信号６記録後）を回転可能に
支持することが可能とされている。巻き取りローラ１５は、モータなどの駆動源の駆動に
応じて送り出しローラ１１と同調して回転し、サーボ信号６が記録された磁気テープ１を
回転に応じて巻き取っていく。送り出しローラ１１及び巻き取りローラ１５は、搬送路内
において磁気テープ１を一定の速度で移動させることが可能とされている。
【００３０】
　サーボ信号記録部１３は、例えば、磁気テープ１の上方側（磁性層４側）に配置される
。なお、サーボ信号記録部１３は、磁気テープ１の下側（基材２側）に配置されてもよい
。サーボ信号記録部１３は、矩形波のパルス信号に応じて所定のタイミングで磁界を発生
し、磁気テープ１が有する磁性層４（前処理後）の一部に対して磁場を印加する。
【００３１】
　これにより、サーボ信号記録部１３は、第１の方向に磁性層４の一部を磁化させて磁性
層４にサーボ信号６を記録する（図２中、黒の矢印参照）。サーボ信号記録部１３は、サ
ーボ信号記録部１３の下側を磁性層４が通過するときに、５つのサーボバンドｓ０～ｓ４
に対してそれぞれサーボ信号６を記録することが可能とされている。
【００３２】
　サーボ信号６の磁化方向である第１の方向は、磁性層４の上面に垂直な垂直方向の成分
を含む。すなわち、本実施形態では、垂直配向若しくは無配向の磁性粉が磁性層４に含ま
れるので、磁性層４に記録されるサーボ信号６は、垂直方向の磁化成分を含む。
【００３３】
　図４は、磁気テープ１の磁化の方向を示す図である。図４に示すように、本明細書中に
おいては、磁化の方向は、磁化の方向が磁気テープ１の搬送方向を向くときの角度が基準
（０°）され、時計回りの方向が角度が増える方向とされる。図４では、サーボ信号６の
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磁化方向が示されているが、後述の前処理による磁化の磁化方向や、磁性層４全体の磁化
方向についても同様である。
【００３４】
　前処理部１２は、例えば、サーボ信号記録部１３よりも上流側において、磁気テープ１
の下側（基材２側）に配置される。前処理部１２は、磁気テープ１の上側（磁性層４側）
に配置されてもよい。前処理部１２は、Ｙ軸方向（テープ１の幅方向）を回転の中心軸と
して回転可能な永久磁石１２ａを含む。永久磁石１２ａの形状は、例えば、円柱形状や、
多角柱形状とされるが、これらに限られない。
【００３５】
　永久磁石１２ａは、サーボ信号記録部１３によってサーボ信号６が記録される前に、直
流磁界によって磁性層４の全体に対して磁場を印加して、磁性層４全体を消磁する。これ
により、永久磁石１２ａは、サーボ信号６の磁化方向とは反対方向の第２の方向に予め磁
性層４を磁化させることができる（図２中、白の矢印参照）。このように、２つの磁化方
向をそれぞれ反対方向にさせることで、サーボ信号６を読み取ったときのサーボ信号６の
再生波形を上下方向（±）で対称とすることができる（図５参照）。
【００３６】
　サーボ信号６の磁化方向（第１の方向）は、磁性層４の角形比に応じて異なる（図１２
参照）。例えば、垂直配向のバリウムフェライト、無配向のバリウムフェライト、垂直配
向の針状メタルは、典型的には、角形比がそれぞれ異なる。このような場合、サーボ信号
記録部１３において同一条件により磁界が印加されたとしても、それぞれ、サーボ信号６
の磁化方向（第１の方向）が異なる。逆に言うと、角形比が同じであり、かつ、サーボ信
号記録部１３の条件が同じであれば、磁気テープ１の種類が異なっていても第１の方向は
同じである。
【００３７】
　サーボ信号６の磁化方向（第１の方向）は、磁性層４の角形比に応じて異なるため、サ
ーボ信号６の磁化方向に合わせるため、前処理による磁化方向（第２の方向）も異ならせ
る必要がある。
【００３８】
　そこで、本実施形態では、永久磁石１２ａがＹ軸方向の軸を回転の中心軸として回転可
能とされている。これにより、磁気テープ１の種類に応じて、前処理による磁化方向（第
２の方向）を適切に調整することができる。
【００３９】
　永久磁石１２ａの角度については、磁気テープ１の種類に応じて適切な角度範囲が存在
する。なお、本明細書中においては、永久磁石１２ａの角度は、永久磁石１２ａのＮ極が
磁気テープ１の搬送方向を向くときの角度が基準（０°）され、時計回りの方向が角度が
増える方向とされる。
【００４０】
　ここで、サーボ信号記録部１３は、永久磁石１２ａによって磁性層４が第２の方向に磁
化された磁性層４に対して、サーボ信号６を上書きする。しかし、サーボ信号６の磁化方
向である第１の方向は、磁性層４の角形比が同じであれば、第２の方向に関係なく一定で
ある。
【００４１】
　再生ヘッド部１４は、サーボ信号記録部１３よりも下流側において、磁気テープ１の上
側（磁性層４側）に配置される。再生ヘッド部１４は、前処理部１２によって前処理され
、かつ、サーボ信号記録部１３によってサーボ信号６が記録された磁気テープ１の磁性層
４から上記サーボ信号６を読み取る。再生ヘッド部１４によって読み取られたサーボ信号
６の再生波形は、表示部の画面上に表示される。
【００４２】
　典型的には、再生ヘッド部１４は、再生ヘッド部１４の下側を磁性層４が通過するとき
に、サーボバンドｓの表面から発生する磁束を検出する。このとき検出された磁束がサー
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ボ信号６の再生波形となる。
【００４３】
　図５は、磁化方向と、サーボ信号６の再生波形との関係を示す図である。
【００４４】
　図５に示すように、本実施形態では、サーボ信号６の磁化方向と、前処理による磁化方
向とがそれぞれ反対方向とされているため、サーボ信号６を読み取ったときのサーボ信号
６の再生波形を上下方向（±）で対称とすることができる。なお、前処理を行なわずにサ
ーボ信号６を記録した場合、サーボ信号６が垂直方向の磁化成分を含むため再生波形が上
下方向（±）で非対称となる。
【００４５】
　さらに、本実施形態では、前処理を行なわずにサーボ信号６を記録した場合に比べて、
磁性層４の表面の近傍に発生する磁束の量を増やすことができる。これにより、磁性層４
の厚みが薄いような場合にも高出力の再生波形を得ることができる。
【００４６】
　ここで、サーボ信号６の磁化方向（第１の方向）と、前処理による磁化方向（第２の方
向）とは、厳密に反対方向である必要はなく、実質的に反対方向であればよい。これは、
サーボ信号６の再生波形の対称性と関係がある。
【００４７】
　サーボ信号６の磁化方向と、前処理による磁化方向とが正確に反対方向でなく、少しず
れていた場合を想定する。例えば、サーボ信号６の磁化方向が－１２０°であり、前処理
による磁化方向が５０°であったとする（図４参照）。このような場合でも、サーボ信号
６を適切に読み取ることができる程度にサーボ信号６の再生波形が対称性を有していれば
よい。サーボ信号６の再生波形が対称性を有していることは、すなわち、サーボ信号６の
磁化方向（第１の方向）と、前処理による磁化方向（第２の方向）とが反対方向を向いて
いることを示している。
【００４８】
　サーボ信号６の再生波形が対称性を有しているか、あるいは、再生波形が非対称である
かの判断について説明する。例えば、再生波形の最大電圧値Ｖmaxと、最低電圧値Ｖmin（
絶対値）との差が、再生波形の振幅に対して、許容範囲（５％～１０％程度）内であれば
、再生波形が対称性を有していると判断される。
【００４９】
　＜各種実施例及び各種比較例＞
　次に、本技術に係る各種実施例及び各種比較例について説明する。図６は、本技術に係
る各種実施例及び各種比較例を示す図である。
【００５０】
　本発明者らは、まず、磁気テープ１として、無配向テープ１Ａ、無配向テープ１Ｂ、垂
直配向テープ１Ｃ、垂直配向テープ１Ｄ、長手配向テープ１Ｅの合計で５の種類の磁気テ
ープ１を用意した。無配向テープ１Ａは、磁性粉として無配向のバリウムフェライトを含
み、長手方向の角形比が０．６である。無配向テープ１Ｂは、磁性粉として無配向のバリ
ウムフェライトを含み、長手方向の角形比が０．４２である。垂直配向テープ１Ｃは、磁
性粉として垂直配向のバリウムフェライトを含み、長手方向の角形比が０．２２である。
垂直配向テープ１Ｄは、磁性粉として垂直配向の針状メタルを含み、長手方向の角形比が
０．３である。長手配向テープ１Ｅは、磁性粉として長手配向の針状メタルを含み、長手
方向の角形比が０．８８である。
【００５１】
　発明者らは、これらの５種類の磁気テープ１Ａ～Ｅについて、それぞれ、前処理部１２
の永久磁石１２ａの角度を変えつつ前処理を行い、サーボ信号６の記録を行った。無配向
テープ１Ａについては、永久磁石１２ａの角度が、８０°、７０°、５０°、２４°、－
１０°、－２０°、－４０°とされ、合計で７パターンの角度で前処理が行われた。なお
、永久磁石１２ａの角度は、永久磁石１２ａのＮ極が磁気テープ１の搬送方向を向くとき
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が基準（０°）とされる（図２参照）。
【００５２】
　また、無配向テープ１Ｂについては、永久磁石１２ａの角度が、８０°、５０°、２４
°、２０°、１５°、０°、－１０°、－４０°とされ、合計で８パターンの角度で前処
理が行われた。垂直配向テープ１Ｃについては、永久磁石１２ａの角度が、３０°、９０
°、１５０°とされ、３パターンの角度で前処理が行われた。垂直配向テープ１Ｄについ
ては、永久磁石１２ａの角度が、３０°、９０°、１５０°とされ、３パターンの角度で
前処理が行われた。長手配向テープ１Ｅについては、永久磁石１２ａの角度が、－５０°
、５０°、１２０°とされ、３パターンの角度で前処理が行われた。
【００５３】
　そして、発明者らは、全２４パターンの全てについて、画面上に表示される再生波形が
適切に対称性を有しているかを判断した。図６に示す例では、再生波形の最大電圧値Ｖma
xと、最低電圧値Ｖmin（絶対値）との差が、再生波形の振幅に対して、５％の範囲内であ
れば、再生波形が対称性を有していると判断された。再生波形が対称性を有している場合
、実施例とされ、再生波形が対称性を有していない場合、比較例とされた。
【００５４】
　図７は、無配向テープ１における磁化方向と、再生波形との関係を示す図である。
【００５５】
　図７の上の図には、サーボ信号６の磁化方向（第１の方向）と、前処理による磁化方向
（第２の方向）とが適切に反対方向を向いており、サーボ信号６の再生波形が上下方向（
±）で対称性を有している場合の一例が示されている。図７の中央の図には、サーボ信号
６の磁化方向と、前処理による磁化方向とが適切に反対方向を向いておらず、サーボ信号
６の再生波形がアンダーバイアスとなってしまっている場合の一例が示されている。図７
の下側の図には、サーボ信号６の再生波形がオーバーバイアスとなってしまっている場合
の一例が示されている。
【００５６】
　図８は、垂直配向テープ１における磁化方向と、再生波形との関係を示す図である。
【００５７】
　図８に示す垂直配向テープ１は、図７に示す無配向テープ１よりも垂直方向配向度が高
い（長手方向角形比が小さい）。従って、図８に示す例では、サーボ信号６の磁化方向が
、図７に示す例に比べて垂直方向に傾いている。
【００５８】
　図８の上の図には、サーボ信号６の磁化方向と、前処理による磁化方向とが適切に反対
方向を向いており、サーボ信号６の再生波形が上下方向（±）で対称性を有している場合
の一例が示されている。図８の中央の図には、サーボ信号６の磁化方向と、前処理による
磁化方向とが適切に反対方向を向いておらず、サーボ信号６の再生波形がオーバーバイア
スとなってしまっている場合の一例が示されている。図８の下側の図には、サーボ信号６
の再生波形がアンダーバイアスとなってしまっている場合の一例が示されている。
【００５９】
　次に、発明者らは、サーボ信号６が記録された各磁気テープ１を所定の長さに切断し、
振動試料型磁力計２０を用いて、磁気テープ１の磁化量を測定した。
【００６０】
　図９は、振動試料型磁力計２０を示す図である。
【００６１】
　図９に示すように、振動試料型磁力計２０は、下端部に磁気テープ１が取り付けられる
支持棒２１と、支持棒２１の上端部に取り付けられ、磁気テープ１（支持棒２１）を振動
させながら回転させる振動回転部２２とを含む。また、振動試料型磁力計２０は、磁気テ
ープ１を挟み込む位置に配置され、磁気テープ１の周囲に磁場を発生する一対の磁界印加
用コイル２３と、磁気テープ１の磁化量を測定する複数のピックアップコイル２４とを含
む。
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【００６２】
　磁気テープ１は、幅方向の一方の側面が支持棒２１の下端部に取り付けられる。そして
、磁気テープ１は、幅方向の軸を回転の中心軸として回転され、回転されながら磁化量が
測定される。
【００６３】
　図１０は、磁気テープ１が回転され、回転に応じて磁気テープ１の磁化量が測定される
ときの様子を示す上面図である。
【００６４】
　図１０の一番上の図に示すように、磁気テープ１の長手方向が、振動試料型磁力計２０
の磁化量測定方向と平行となるときが基準（０°）とされる。なお、磁気テープ１が０°
の角度であるとき、磁気テープ１処理時の搬送方向の向きが、磁化測定方向のマイナス方
向となる。この状態から磁気テープ１が時計回りに３６０度回転され、各角度おける磁気
テープ１の磁化量が測定される。
【００６５】
　磁気テープ１の磁化量が測定されるとき、磁性層４全体の磁化、つまり、前処理による
磁化（白の矢印参照）と、サーボ信号６による磁化（黒の矢印参照）との混合の磁化が測
定される。ここで、サーボ信号６は、磁性層４におけるサーボバンドｓの一部に記録され
ている。一方で、前処理による磁化は、サーボバンドｓ及びデータバンドｄの全体に亘っ
て存在している。従って、磁性層４全体で見ると、前処理による磁化が支配的であり、前
処理による磁化が磁化量の測定に反映される。
【００６６】
　図１１は、磁気テープ１の磁化量の測定結果を示す図である。
【００６７】
　図１１の横軸は、磁気テープ１の角度を示している。図１１の縦軸は、磁気テープ１の
磁化量の最大値を基準としたときの磁化量の割合を示している。縦軸についてさらに説明
すると、例えば、磁気テープ１を回転させて磁化量を測定したとき、１６０°の角度で磁
化量が最大値となった場合、その最大値が基準とされて各角度での磁化量が表される。
【００６８】
　図１１では、図６に示す比較例１、実施例１、実施例２、実施例３及び比較例４の測定
結果が示されている。これらの例は、無配向テープ１Ａ（無配向バリウムフェライト、長
手方向角形比０．６）が使用されている点で共通するが、前処理における永久磁石１２ａ
の角度がそれぞれ異なっている（８０°、５０°、２４°、－１０°、－４０°）。
【００６９】
　例えば、比較例１に着目すると、磁気テープ１の角度が約１４０°ときに磁化量が最大
値を取る。このことから、比較例１では、磁性層４全体の磁化方向が、約４０°（図４参
照）の方向を向いていることが分かる。同様にして、実施例１、実施例２、実施例３、比
較例４は、磁気テープ１の角度が、約１６５°、約１７０°、約１９５°、約２２５°の
ときに磁化量が最大値を取る。従って、実施例１、実施例２、実施例３、比較例４は、磁
性層４全体の磁化方向が、約１５°、１０°、－１５°、－４５°であることが分かる。
【００７０】
　図６には、磁気テープ１の角度が９０°とされたときの磁化量（％）（垂直方向磁化量
（％））が、各実施例及び各比較例毎に記載されている。磁気テープ１の角度が９０°と
されたときの磁化量（％）は、磁気テープ１を回転させて磁化量を測定したときの磁化量
の最大値を基準としたときの垂直方向における磁化量の割合である。
【００７１】
　次に、角形比について説明する。図１２は、長手配向テープ１及び垂直配向テープ１の
長手方向の磁化曲線と、垂直方向の磁化曲線とを示す図である。図１２に示すように、角
形比は、残留磁化Ｍｒ／飽和磁化Ｍｓであり、磁化の残り易さを示す値である。
【００７２】
　長手配向テープ１は、長手方向（磁性層４の上面に平行な方向）の角形比が大きく、垂
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直方向の角形比が小さい。従って、長手配向テープ１は、長手方向に磁化しやすく、垂直
方向に磁化しにくい。一方、垂直配向テープ１は、垂直方向の角形比が大きく、長手方向
の角形比が小さい。従って、垂直配向テープ１は、垂直方向に磁化しやすく、長手方向に
磁化しにくい。
【００７３】
　図１３は、長手方向角形比と、垂直配向度と関係を示す図である。図１３から、長手方
向の角形比が小さいほど、垂直方向の配向度が大きく、長手方向の角形比が大きいほど、
垂直方向の配向度が小さいことが分かる。
【００７４】
　図１４は、長手方向角形比と、垂直方向磁化量（％）との関係を示す図である。垂直方
向磁化量（％）は、磁気テープ１を回転させて磁化量を測定したときの磁化量の最大値を
基準としたときの垂直方向における磁化量の割合である（図１１参照）。図１４から、長
手方向の角形比が小さいほど、垂直方向の磁化量（％）が大きく、長手方向の角形比が大
きいほど、垂直方向の磁化量（％）が小さいことが分かる。
【００７５】
　図６には、長手方向の角形比と、垂直方向磁化量（％）との積が示されている。図６か
ら、長手方向の角形比と、垂直方向磁化量（％）との積の絶対値が０．０５以上０．２５
以下であれば、良好な対称性を有するサーボ信号６の再生波形を得ることができることが
分かる。
【００７６】
　長手方向の角形比と、垂直方向磁化量（％）の積を用いる理由について説明する。図１
５は、長手方向角形比と、垂直方向磁化量（％）との積を用いる理由を説明するための図
である。
【００７７】
　長手方向の角形比は、長手方向における飽和磁化Ｍｓと残留磁化Ｍｒとの比であり、長
手方向の磁化のし易さを示す。図１５において、（）内の数字は、長手方向角形比を示し
ている。この長手方向角形比が小さいほど垂直配向度が強いことを示す（図１３参照）。
【００７８】
　サーボ信号６の磁化方向である第１の方向は、垂直配向度（長手方向角形比）と関係が
あり、垂直配向度（長手方向角形比）に応じて決定される。換言すると、長手方向角形比
は、サーボ信号６の磁化方向である第１の方向（黒の矢印参照）を決定付けるパラメータ
である。
【００７９】
　一方、垂直方向磁化量（％）は、磁気テープ１を回転させて磁化量を測定したときの磁
化量の最大値を基準としたときの垂直方向における磁化量の割合である（図１１参照）。
前処理による磁化の領域は、サーボ信号６の磁化の領域に比べて十分に大きい。従って、
垂直方向磁化量（％）は、前処理による磁化の垂直成分を示している。すなわち、垂直方
向磁化量（％）は、前処理による磁化方向である第２の方向（白の矢印参照）を決定付け
るパラメータである。
【００８０】
　図１４及び図１５に示されているように、垂直方向磁化量（％）が大きくなほど（白色
の矢印が垂直に近づくほど）、長手方向角形比は小さくなる。つまり、長手方向の角形比
と、垂直方向磁化量（％）とは、トレードオフの関係にある。
【００８１】
　従って、サーボ信号６の磁化方向である第１の方向と、前処理による磁化方向である第
２の方向とが適切に反対方向を向いている場合、第１の方向を決定付けるパラメータであ
る長手方向角形比と、第２の方向を決定付けるパラメータである垂直方向磁化量（％）と
の積の絶対値がある一定の範囲の値を示す。この範囲が上記した０．０５以上０．２５以
下の範囲である。
【００８２】
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　＜サーボ信号６の再生波形における歪みを低減させるための方法＞
　以上の説明では、サーボ信号６の磁化方向が垂直方向の成分を含む場合に、サーボ信号
６を読み取ったときの再生波形が上下（±）方向で非対称となってしまうといった問題を
解消するための技術について説明した。一方、以降の説明では、サーボ信号６の磁化方向
が垂直方向の成分を含む場合に、サーボ信号６の再生波形が歪んでしまうといった問題を
解消するための技術について説明する。
【００８３】
　ここで、サーボ信号６の再生波形に基づいて磁気テープ１の位置情報を算出する場合、
正出力ピーク値及び負出力ピーク値を基準として位置情報を算出するといった方法が一般
的に用いられている。従って、サーボ信号６の再生波形は、その波形が上下（±）方向で
良好な対称性を有しているといった条件の他に、その出力が高い（正出力ピーク値及び負
出力ピーク値の絶対値が高い）といった条件と、その波形に歪みが無いといった条件とを
満たすことが望ましい。
【００８４】
　サーボ信号６の磁化方向が垂直成分を含む場合、サーボ信号６の再生波形における出力
を高出力とすることができるが、一方で、サーボ信号６の再生波形が歪みやすいといった
問題がある。
【００８５】
　一方、垂直成分を含まないようにサーボ信号６を記録すれば、そのサーボ信号６の再生
波形において歪みは発生しづらくなるが、一方で、サーボ信号６の再生波形における高出
力化が難しいといった問題がある。
【００８６】
　一般的には、垂直成分を含まないようにサーボ信号６を記録することによって、サーボ
信号６の再生波形における高出力化を犠牲にして、サーボ信号６の再生波形における歪み
を低減させるといった方法が用いられることが多い。
【００８７】
　しかしながら、垂直成分を含むようにサーボ信号６を記録したとしても、サーボ信号６
の再生波形における歪みを低減することができれば、再生波形による出力を高出力化する
ことと、歪みのない良好な再生波形を得ることとを両立することができると考えられる。
以降では、これらを両立するための技術について、具体例を挙げて詳細に説明する。
【００８８】
　図１６は、サーボ信号記録部１３をサーボ信号６の記録面１３ａ側から見た斜視図であ
る。図１６に示すように、サーボ信号記録部１３は、磁気テープ１の磁性層４に接しなが
ら磁気テープ１に対して、サーボ信号６を記録する記録面１３ａを有する。この記録面１
３ａには、磁気テープ１の磁性層４における５つのサーボバンドｓ０～ｓ４に対応する位
置に５組の磁気ギャップ３２が設けられている。
【００８９】
　この５組の磁気ギャップ３２は、磁気テープ１の搬送方向（Ｘ軸方向）に直交する方向
（Ｙ軸方向）に所定の間隔を空けて並べるようにして配置されている。そして、５組の磁
気ギャップ３２から発生する漏れ磁界によって、５つのサーボバンドｓ０～ｓ４に対して
サーボ信号６が記録される。５組の磁気ギャップ３２は、それぞれ、所定のアジマス角を
持って互いに相対する方向に傾斜するように配置された２つの磁気ギャップ３２によって
構成されている。
【００９０】
　磁気ギャップ３２は、そのギャップ自体の間隔（Ｘ軸方向）が１μｍ以下となるように
構成されている。以降では、磁気ギャップ３２におけるギャップ自体の間隔をギャップ長
Ａ（図１８参照）とよぶ。
【００９１】
　本実施形態では、このように、１μｍ以下の磁気ギャップ３２から発生する漏れ磁界に
よってサーボ信号６を記録することによって、サーボ信号６の磁化方向に垂直成分を含ま
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せることとしている。そして、本実施形態では、このようにして、サーボ信号６の磁化方
向に垂直成分を含ませることによって、サーボ信号６の再生波形による出力を高出力化さ
せている。
【００９２】
　一方、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａを１μｍ以下とし、単純に、サーボ信号６の磁
化方向に垂直成分を含ませただけでは、サーボ信号６の再生波形に歪みが生じてしまう恐
れがある。
【００９３】
　図１７は、サーボ信号６の再生波形に歪みが生じてしまった場合の一例を示す図である
。図１７に示すように、サーボ信号６の磁化方向が垂直成分を含む場合、正出力側におい
て、２つのピーク値が発生してしまう場合がある。このように、２つのピーク値が発生し
てしまうとピーク位置の誤検出に繋がってしまう。
【００９４】
　本実施形態では、サーボ信号６の再生波形を歪みのない良好な波形にするために、サー
ボ信号６のラインの太さ（後述のスペーシングに相当）を１．２μｍ以下とすることとし
ている。このように、サーボ信号６のラインの太さを１．２μｍ以下とすることで、垂直
成分を含むようにサーボ信号６を記録したとしても、サーボ信号６の再生波形における歪
みを低減することができる。結果として、再生波形による出力を高出力化することと、歪
みのない良好な再生波形を得ることとを両立することができる。
【００９５】
　ここで、サーボ信号６におけるラインの太さについて説明する。図１８は、サーボ信号
記録部１３によってサーボ信号６が記録されている様子を示す模式図である。なお、図１
８では、説明の便宜のために、所定のアジマス角を持って互いに傾斜して配置された２つ
の磁気ギャップ３２のうち一方の磁気ギャップ３２のみが示されている。また、図１８で
は、説明の便宜のために、サーボ信号記録部１３の全体の大きさに対するギャップ長Ａの
比率が、実際の比率よりも大きく表されている。
【００９６】
　図１８の上側の図では、ある所定の時刻にサーボ信号記録部１３へのパルスの供給が開
始されて磁気ギャップ３２に漏れ磁界が発生し、この漏れ磁界によって、磁性層４の一部
が前処理による磁化方向とは反対方向に磁化されたときの様子が示されている。図１８の
下側の図では、ある所定の時刻にサーボ信号記録部１３へのパルスの供給が停止されて１
本のサーボ信号６の記録が終了したときの様子が示されている。
【００９７】
　図１８に示すように、磁気テープ１は、磁気テープ１の搬送方向に沿って所定の搬送速
度で移動されている。そして、図１８の上側の図に示すように、ある所定の時刻にサーボ
信号記録部１３へのパルスの供給が開始されると、磁気ギャップ３２に漏れ磁界が発生し
、その瞬間、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａに相当する長さ分、磁性層４の一部が前処
理による磁化方向とは反対方向に磁化される。
【００９８】
　パルスの供給が開始された後についても、磁気テープ１は所定の搬送速度で搬送方向に
沿って移動される。このようにして磁気テープ１が移動されている間においても、磁気ギ
ャップ３２から発生する漏れ磁界によって、磁性層４の一部が前処理による磁化方向とは
反対方向に磁化される。磁気テープ１の移動に伴って磁化される磁性層４の長さは、（パ
ルスの供給期間）×（磁気テープ１の搬送速度）に相当する長さとされる。以降では、（
パルスの供給期間）×（磁気テープ１の搬送速度）に相当する長さを、記録電流距離Ｂと
呼ぶ。
【００９９】
　以上の説明から理解されるように、サーボ信号６におけるラインの太さは、磁気ギャッ
プ３２のギャップ長Ａと、記録電流距離Ｂとを加算した値に相当する（図１８の下側の図
参照）。そして、本実施形態では、ラインの太さが１．２μｍ以下であるサーボ信号６を
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磁性層４に記録するために、パルスの供給期間（ｃｌｋ）が調整される。
【０１００】
　ここで、サーボ信号６のラインの太さは、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａと、記録電
流距離Ｂとを加算した値に相当するものの、これらの間には、多少のずれが生じる。これ
は、以下の理由による。
【０１０１】
　図１８を参照して、磁化方向が第１の方向（黒色の矢印参照）及び第２の方向（白の矢
印参照）との間で反転する境目（２箇所）に着目する。この境目の領域（所定の長さがあ
る）においては、この領域に含まれる磁性粉の磁化方向が一定の方向を向いておらず、第
２の方向を向いていたり、第１の方向を向いていたりする。これが原因で、サーボ信号６
のラインの太さと、ギャップ長Ａ及び記録電流距離Ｂが加算された値との間に、多少のず
れが生じることになる。
【０１０２】
　ここで、本実施形態においては、サーボ信号６のラインの太さが非常に細く（１．２μ
ｍ以下）なるように設定されている。このため、撮像による観察によってこの太さを測定
することは困難である。一方、サーボ信号６のラインの太さは、サーボ信号６の再生波形
によって求めることができる。
【０１０３】
　図１９は、磁性層４に記録されたサーボ信号６を再生ヘッド部１４によって読み取った
ときの再生波形を示す図である。図１９に示すように、サーボ信号６の再生波形では、磁
化方向が反転する境目に対応する位置に２つのピーク値（正出力ピーク値、負出力ピーク
値）が発生する。
【０１０４】
　本実施形態では、互いに隣接する正出力ピーク値及び負出力ピーク値の間隔が示す時間
を、距離に換算した値をスペーシングと呼ぶ。即ち、スペーシング＝（正出力ピーク値及
び負出力ピーク値の間隔が示す時間）×（磁気テープ１の搬送速度）である。このスペー
シングは、サーボ信号６におけるラインの太さに相当する。つまり、本実施形態において
は、このスペーシングが１．２μｍ以下とされる。
【０１０５】
　このスペーシングは、例えば、以下のようにして求めることができる。まず、サーボ信
号６の再生波形をデータ収集ボードによりデジタル化して再生波形の出力ピーク値を求め
た後、正出力ピーク値となった時刻と、負出力ピーク値となった時刻の差分を求める。そ
の後、ｎ個（例えば、ｎ＝３０）の差分の平均値を求め、この平均値に、磁気テープ１の
搬送速度を乗じることでスペーシングを求めることができる。
【０１０６】
　以降では、サーボ信号６のラインの太さ（つまり、スペーシング）が１．２μｍ以下と
される根拠について説明する。
【０１０７】
　本発明者らは、サーボ信号６におけるラインの太さ（つまり、スペーシング）をどの程
度細くすれば、歪みのない良好な再生波形を得ることができるのかについての実験を行っ
た。図２０は、この実験の結果を示す図である。
【０１０８】
　この実験においては、まず、本発明者らは、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａがそれぞ
れ異なる複数のサーボ信号記録部１３を用意した。具体的には、磁気ギャップ３２のギャ
ップ長Ａが、それぞれ０．７１μｍ、０．８１μｍ、１．１μｍ、１．２２μｍである４
つのサーボ信号記録部１３が用意された。
【０１０９】
　次に、本発明者らは、この複数のサーボ信号記録部１３について、それぞれ、パルスの
供給時間（ｃｌｋ）を異ならせることによって、記録電流距離Ｂを異ならせ、これにより
、ラインの太さが異なるサーボ信号６を磁性層４に記録した。具体的には、パルスの供給
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時間は、１ｃｌｋ、２ｃｌｋ、２．５ｃｌｋ、３ｃｌｋとされた。なお、パルスの供給時
間が１ｃｌｋ、２ｃｌｋ、２．５ｃｌｋ、３ｃｌｋである場合、記録電流距離Ｂ（＝パル
スの供給時間×磁気テープ１の搬送速度）は、それぞれ、０．２５μｍ、０．５μｍ、０
．６２５μｍ、０．７５μｍである。
【０１１０】
　図２０には、異なる条件で磁気テープ１上に記録されたサーボ信号６を再生ヘッド部１
４によって読み取ったときの再生波形が示されている。
【０１１１】
　図２０において、縦一列に配列された再生波形９ａ～９ｄ、９ｅ～９ｈ、９ｉ～９ｌ、
９ｍ～９ｐは、それぞれ順番に、ギャップ長Ａが、０．７１μｍ、０．８１μｍ、１．１
μｍ、１．２２μｍである磁気ギャップ３２からの漏れ磁界によって磁性層４上にサーボ
信号６が記録され、そのサーボ信号６が読み取られたときの波形を示している。
【０１１２】
　また、図２０において、横一列に配列された再生波形９ａ～９ｍ、９ｂ～９ｎ、９ｃ～
９ｏ、９ｄ～９ｐは、それぞれ順番に、１ｃｌｋ、２ｃｌｋ、２．５ｃｌｋ、３ｃｌｋに
よるパルスの供給時間によって磁性層４上にサーボ信号６信号が記録され、そのサーボ信
号６が読み取られたときの波形を示している。
【０１１３】
　再生波形９ａ～９ｐについて、その出力は、それぞれ、順番に、０．９９５Ｖ、０．９
４０Ｖ、０．９３５Ｖ、０．９２０Ｖ、０．９０５Ｖ、０．９２０Ｖ、０．８９０Ｖ、０
．８９０Ｖ、０．８５５Ｖ、０．８７０Ｖ、０．８７０Ｖ、０．８４０Ｖ、０．８２５Ｖ
、０．７９５Ｖ、０．７７９Ｖ、０．７７０Ｖ、であった。
【０１１４】
　再生波形９ａ～９ｐについて、スペーシング（つまりサーボ信号６のラインの太さ）は
、それぞれ、順番に、０．８７７μｍ、１．００９μｍ、１．０９８μｍ、１．２３４μ
ｍ、０．９１１μｍ、１．０５２μｍ、１．１４μｍ、１．２６２μｍ、１．２１９μｍ
、１．３１９μｍ、１．４１３μｍ、１．５６７μｍ、１．３７３μｍ、１．４２７μｍ
、１．４８４μｍ、１．６５５μｍ、であった。
【０１１５】
　図２０を参照すると、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａが狭くなるに従って、再生波形
の出力が高くなっていることが分かる。これは、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａが狭く
なるに従って、磁化方向における垂直成分が徐々に大きくなるためである。特に、磁気ギ
ャップ３２のギャップ長Ａが、１μｍ以下になると、サーボ信号６の磁化方向に、明確な
垂直成分が含まれることになる。
【０１１６】
　従って、本実施形態では、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａを１μｍ以下として、サー
ボ信号６の磁化方向に垂直成分を含ませることとし、サーボ信号６の再生波形の出力を向
上させている。
【０１１７】
　なお、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａが同じであれば、パルスの供給時間（ｃｌｋ）
が短くなるに従って、サーボ信号６の出力が大きくなる。
【０１１８】
　一方、サーボ信号６の再生波形の歪みについて説明すると、磁気ギャップ３２のギャッ
プ長Ａが狭くなり、磁化方向における垂直成分が徐々に大きくなるに従って、その波形が
歪み易くなるといった特徴がある。図２０における最下段に示されている４つの再生波形
９ｄ、９ｈ、９ｌ、９ｐを参照すると、磁気ギャップ３２のギャップ長Ａが狭くなり、磁
化方向における垂直成分が徐々に大きくなるに従って、再生波形の歪みが大きくなってい
ることが分かる。
【０１１９】
　特に、再生波形９ｄ、９ｈにおいては、再生波形の歪みが大きく、正出力側において、
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２つのピーク値が発生してしまっている。このように、２つのピーク値が発生してしまう
とピーク位置の誤検出に繋がってしまう。
【０１２０】
　しかしながら、再生波形は、パルスの供給時間が短くなり、スペーシング（サーボ信号
６のラインの太さ）が短くなるに従って、その歪みが小さくなるといった特徴がある。本
実施形態では、この関係を利用して、再生波形による出力を高出力化することと、歪みの
ない良好な再生波形を得ることとを両立させている。
【０１２１】
　ここで、再生波形９ｄ及び再生波形９ｃに着目する。再生波形９ｄでは、スペーシング
（サーボ信号６のラインの太さ）が１．２３４μｍであり、スペーシングが長すぎて、サ
ーボ信号６の再生波形が歪んでしまっている。一方、再生波形９ｃに示されているように
、パルスの供給時間が短くなり（２．５ｃｌｋ）、スペーシング（サーボ信号６のライン
の太さ）が、１．０９８μｍとなると、再生波形が歪みのない良好な波形となっている。
【０１２２】
　同様に、再生波形９ｈ及び再生波形９ｇに着目すると、再生波形９ｈでは、スペーシン
グ（サーボ信号６のラインの太さ）が１．２６２μｍであり、スペーシングが長すぎて、
サーボ信号６の再生波形が歪んでしまっている。一方、パルスの供給時間が短くなり（２
．５ｃｌｋ）、スペーシング（サーボ信号６のラインの太さ）が、１．１４μｍとなると
、再生波形が、歪みのない良好な波形となっている。
【０１２３】
　この結果から、ギャップ長Ａが１μｍとされ、サーボ信号６の磁化方向に垂直成分が含
まれるとしても、スペーシング（サーボ信号６のラインの太さ）を１．２μｍ以下とすれ
ば、歪みのない良好な再生波形を得ることができると考えられる。
【０１２４】
　従って、本実施形態においては、スペーシング（サーボ信号６のラインの太さ）を１．
２μｍ以下とすることとしている。なお、スペーシングを１．１μｍ以下とすることで、
さらに歪みのない良好な再生波形を得ることができると考えられる（再生波形９ａ、９ｂ
、９ｃ、９ｅ、９ｆ参照）。また、スペーシングを１．０μｍ以下とすることで、さらに
歪みのない良好な再生波形を得ることができると考えられる（再生波形９ａ、９ｅ参照）
。
【０１２５】
　図２１は、磁気ギャップ３２におけるギャップ長Ａと、サーボ信号６の再生波形におけ
る出力との関係を示す図である。
【０１２６】
　図２１に示すように、磁気ギャップ３２におけるギャップ長Ａが狭くなるに従って、サ
ーボ信号６の再生波形における出力が高くなることが分かる。なお、ギャップ長Ａが同じ
であれば、パルスの供給時間（ｃｌｋ）が短くなるに従って、サーボ信号６の出力が高く
なる。
【０１２７】
　なお、図２１では、ギャップ長Ａが１μｍを超えている場合のプロットが破線で囲まれ
ている。一方、ギャップ長Ａが１μｍ以下である場合のプロットが実線で囲まれている。
【０１２８】
　図２２は、磁気ギャップ３２におけるギャップ長Ａと、スペーシング（サーボ信号６の
ラインの太さ）との関係を示す図である。
【０１２９】
　図２２に記載されているように、磁気ギャップ３２におけるギャップ長Ａが広くなるに
従って、スペーシング（サーボ信号のラインの太さ）が長くなる。なお、ギャップ長Ａが
同じであれば、パルスの供給時間（ｃｌｋ）が短くなるに従って、スペーシング（サーボ
信号６のラインの太さ）が短くなる。
【０１３０】
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　図２２では、磁気ギャップ３２におけるギャップ長Ａが１μｍを超えている場合のプロ
ットが破線で囲まれている。また、磁気ギャップ３２におけるギャップ長Ａが１μｍ以下
であるものの、スペーシングが１．２μｍを超えており、再生波形に歪みが生じる場合の
プロットが一点鎖線で囲まれている。さらに、図２２では、磁気ギャップ３２におけるギ
ャップ長Ａが１μｍ以下であり、かつ、スペーシング（サーボ信号６のラインの太さ）が
１．２μｍ以下である場合のプロットが実線で囲まれている。この実線で囲まれた範囲内
のプロットについては、再生波形による出力を高出力化することと、歪みのない良好な再
生波形を得ることとを両立させることができる。
【０１３１】
　以上の説明では、サーボ信号６の再生波形が、サーボ信号記録装置１００に設けられた
再生ヘッド部１４によって再生される場合について説明した。一方、サーボ信号６の再生
波形は、サーボ信号記録装置１００とは別体の装置に設けられた再生ヘッド部によって再
生されてもよい。
【０１３２】
＜各種変形例＞
　本技術は、以下の構成を採用することもできる。
（１）磁性層の上面に対して垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層の一部
が磁化されてサーボ信号が記録され、前記サーボ信号が記録される前に、前記垂直方向の
成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に磁化される磁性層
　を具備する磁気記録媒体。
（２）　上記（１）に記載の磁気記録媒体であって、
　前記磁気記録媒体を回転させて磁化量を測定したときの磁化量の最大値を基準としたと
きの前記垂直方向における磁化量の割合と、前記上面に平行な長手方向における前記磁性
層の角形比との積の絶対値が０．０５以上０．２５以下である
　磁気記録媒体。
（３）　上記（１）又は（２）に記載の磁気記録媒体であって、
　前記磁性層は、無配向又は垂直配向の磁性粉を内部に含む
　磁気記録媒体。
（４）　上記（３）に記載の磁気記録媒体であって、
　前記磁性粉は、バリウムフェライト又は針状メタルである
　磁気記録媒体。
（５）　磁気記録媒体が有する磁性層の一部に対して磁場を印加することで、前記磁性層
の上面に垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層の一部を磁化させてサーボ
信号を記録するサーボ信号記録部と、
　前記サーボ信号記録部によってサーボ信号が記録される前に、前記磁性層に磁場を印加
することで、前記垂直方向の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に前
記磁性層を磁化させる前処理部と
　を具備するサーボ信号記録装置。
（６）　上記（５）に記載のサーボ信号記録装置であって、
　前記前処理部は、回転可能であり、前記回転に応じて磁性層に印加される磁場を変化可
能な磁石を有する
　サーボ信号記録装置。
（７）　磁気記録媒体が有する磁性層の一部に対して磁場を印加することで、前記磁性層
の上面に垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層の一部を磁化させてサーボ
信号を記録し、
　前記サーボ信号が記録される前に、前記磁性層に磁場を印加することで、前記垂直方向
の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に前記磁性層を磁化させる
　磁気記録媒体の製造方法。
（８）　ギャップ自体の間隔が１μｍ以下で構成された磁気ギャップの漏れ磁界によって
サーボ信号が記録された磁性層を有し、前記サーボ信号を読み取ったときの再生波形にお
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ける、互いに隣接する正出力ピーク及び負出力ピークの間隔が示す距離が、１．２μｍ以
下である
　磁気記録媒体。
（９）　上記（８）に記載の磁気記録媒体であって、
　互いに隣接する前記正出力ピーク及び前記負出力ピークの間隔が示す前記距離が、１．
１μｍ以下である
　磁気記録媒体。
（１０）　上記（９）に記載の磁気記録媒体であって、
　互いに隣接する前記正出力ピーク及び前記負出力ピークの間隔が示す前記距離が、１．
０μｍ以下である
　磁気記録媒体。
（１１）　上記（８）乃至（１０）のうちいずれか１つに記載の磁気記録媒体であって、
　前記磁性層は、その上面に対して垂直な垂直方向の成分を含む第１の方向に前記磁性層
の一部が磁化されて前記サーボ信号が記録され、前記サーボ信号が記録される前に、前記
垂直方向の成分を含む、前記第１の方向とは反対方向の第２の方向に磁化される
　磁気記録媒体。
（１２）磁気記録媒体の磁性層に記録されたサーボ信号を読み取ったときの再生波形にお
ける、互いに隣接する正出力ピーク及び負出力ピークの間隔が示す距離が、１．２μｍ以
下となるように、ギャップ自体の間隔が１μｍ以下で構成された磁気ギャップの漏れ磁界
によって前記磁性層に前記サーボ信号を記録するサーボ信号記録部
　を具備するサーボ信号記録装置。
（１３）　磁気記録媒体の磁性層に記録されたサーボ信号を読み取ったときの再生波形に
おける、互いに隣接する正出力ピーク及び負出力ピークの間隔が示す距離が、１．２μｍ
以下となるように、ギャップ自体の間隔が１μｍ以下で構成された磁気ギャップの漏れ磁
界によって前記磁性層に前記サーボ信号を記録する
　磁気記録媒体の製造方法。
【符号の説明】
【０１３３】
　１…磁気テープ
　２…基材
　３…非磁性層
　４…磁性層
　６…サーボ信号
　１２…前処理部
　１２ａ…永久磁石
　１３…サーボ信号記録部
　１４…再生ヘッド部
　２０…振動試料型磁力計
　１００…サーボ信号記録装置
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